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住民福祉センターの結婚式場がオープンして満

10この日，桜木町長は午前 時過ぎにセンター玄関前

(神に到着 した新郎，新婦，府川理美(まさみ)さん，

百 大安吉日の10月16日に，ちょうど200組固め新婚カップ

ルが誕生しました。

奈川県) と野口景子さん(星谷)の� 2人に「おめでと

う200組自のカ ッフ。ル誕生です」と花束や記念、のアルパ

ム，それに，“新しいご家庭を築いてください"と書い

た祝詞を贈り� 2人の門出を祝福しました。

町民のうごき
世'Ml・数� 1，936 男� 4，059 /¥  

人口 �  8.215 女� 4.156 

IIllf日53年10月1日現在� 

男 女� 1十� 
IL:U生� 2 5 7 

死亡� 4 6 
転入� 5 6 11 

転出� 2 6 8 

ところで日本交通公社の調べによると，� 51年に生れ� 

，1畳。新婚旅行の割合は九州、t万90た新カップルは推計，.， 
沖縄など南の方へ出かける人が多く ，海外へ行くのは

生� h 全体の約� 2割というのですからたいへんな数です。費� '78 '‘ を 用も飛行機やタクシーの利用が増えており，これにホ� 

贈 テル代，みやげ代などを加えると ，圏内で� 30万円以上

呈 になるといいますσ 一生の思い出だからとはいえ，な it;gIOrl;息:ゑ
かなかたいへんな金額になります。

|問料怜何時日制。欄瞬間周日目繍。鹿島信繍蹴詳雌訴訟で幼《鰍i剛)鍋的側�  I 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
二百組目の新婚カップル誕生に花束や記念のアルバムを贈呈

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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教
育
委
員

固
定
資
産
解
価
審
査
蚤
員
会
蚕
員

坂本

14 
 1，200万円
 
町道の路線を新たに認定* 

生名

宮本栄雄氏 白草元市氏

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問

こ
の
談
会
で
町
政
に
対
す
る

一
般

質
問
の
お
も
な
内
答
は
次
の
と
お
り

で
す
。押

栗
義
雄
副
幅
員

V
み
か
ん
減
反
政
策
と
町
の
対
応
策

に
つ
い
て
�
 坂
本
小
学
校
改
築
推
進

V

は
可
能
か
、
特
別
老
人
養
議
ホ
|
ム

の
併
殺
、
乏
人
対
策
は
現
状
で
よ
い

岡

重
夫
輔
幅
員
�
 

か
�
 同
和
教
育
の
深
徹
。
行
政
、
教

勝
浦
川
の
川
床
経
理
後
の
状
況
と

V

V

こ
の
議
会
で

育
運
動
の
三
位
一
体
に
つ
い
て
�
 財
V

政
二
か
年
計
画
に
つ
い
て
�
 
V
み
か
ん

河
川
敷
の
利
用
及
び
そ
の
役
割

決
つ
だ
主
な
も
の

敏
務
員

危
機
打
開
の
た
め
の
総
合
対
策
、
輸

入
圧
力
、
価
格
低
迷
、
生
産
調
路
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
�
 県
道

具
体
的
解
決
に
つ
い
て

V

V

生
田

勝
浦
新
浜
線
の
道
路
計
画
に
つ
い
て

山
本
美
芳
議
員
�
 

V
み
か
ん
危
機
打
開
対
策
に
つ
い
て

と
受
入
態
勢
に
つ
い
て
�
 小
中
学
校

農
村
総
合
整
備
事
業
に
つ
い
て
マ

V

V

平
岡

武
務
員
�
 

-
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
三
干
万
円
を
追
加

昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
三
千
百
九
十
九
万
二
千
円

を
追
加
し
、
総
額
十
四
億
一
千
二
百

九
十
八
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

その他� 
3.634千円� 12% A'町

道
の
路
線
を
認
定

新
た
に
認
定
さ
れ
た
路
線
は
次
の

と
お
り
で
す
。

マ
石
原
家
台
線
マ
中
角
つ
い
口
線

マ
生
名
御
所
線
マ
中
山
神
谷
線
支
線

マ
生
名
野
間
線
マ
与
川
内
西
谷
線

マ
坂
本
下
生
実
線
支
線
マ
生
名
坊
が

谷
線
マ
棚
野
上
平
線
マ
与
川
内
中
道

線
マ
坂
本
下
生
実
線
マ
今
山
地
神
社

白
水

oee 

夜
間
照
明
設
備
と
利
用
状
況
に
つ
い

てV
中
西
晴
美
議
員

昭
和
五
十
二
年
度
各
会
計
の
決
算

状
況
か
ら
判
断
し
た
今
後
の
財
政
展

V

望
に
つ
い
て
�
 九
月
定
例
議
会
に
お

年
次
計
画
の
見
通
し
�
 中
山
地
区
婆

河
川
問
題
に
つ
い
て

V

V

羅
尾
、
長
者
ケ
原
の
開
発
に
つ
い
て

マ
林
道
工
事
の
進
行
状
況
マ
高
冷
地

野
菜
作
り
最
適
地
の
条
件
マ
町
と
し

て
の
指
導
的
立
場

岡
本
書
治
議
員
�
 

歳
出
内
訳

一般会計

総額

町
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月
二
一

川
十
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
三
年
度
一
川

〈
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十
三
件
を
原
門

川
案
と
お
り
可
決
。
昭
和
五
十
二
年
度
山

“
各
会
計
歳
入
、
歳
出
決
算
の
認
定
に
川

ん
つ
い
て
は
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
山

川
し
、
九
月
二
十
九
日
閉
会
し
ま
し
た
。
山

け
る
補
正
予
算
に
取
り
組
む
町
長
の

財
政
対
応
策
と
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
�
 

不
確
実
性
の
時
代
に
お
け
る
こ
か

V

V
農
村
モ
デ
ル
整
備
事
業
、
畑
地
総

年
暫
定
財
政
計
画
と
事
業
計
画
に
つ

合
盤
備
事
業
、
勝
浦
町
立
病
院
の
改

築
事
業
、
坂
本
小
学
校
改
築
事
業
、

同
和
対
策
事
業
を
包
含
す
る
総
合
財

政
計
画
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
�
 
V
み

か
ん
安
定
基
金
制
度
の
運
用
に
係
る

高
等
学
校

・
中
学
校
・
小
学
校
な
ど

の
児
童
生
徒
の
飲
用
す
る
み
か
ん
果

汁
に
対
す
る
補
助
金
の
受
入
対
応
策

に
つ
い
て

V
昧
間
喜
久
雄
議
員
�
 

農
村
総
合
整
備
事
業
の
進
歩
状
況

V

に
つ
い
て
�
 (特
に
下
排
水
)
 
勝
浦

病
院
の
改
築
に
つ
い
て
マ
現
地
か
移

転
か
マ
予
算
額
は
マ
常
勤
医
師
の
確
保

い
て
マ
坂
本
小
学
校
改
築
マ
勝
浦
病

院
改
築
マ
農
村
総
合
準
備
モ
デ
ル
事

業
マ
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
マ
同
和

対
策
事
業
マ
辺
地
対
策
事
業
マ
消
防

防
災
事
業
マ
交
通
安
全
対
策
事
業
マ

経
常
収
支
比
率
マ
公
償
費
比
率
マ
財

政
調
繁
基
金
マ
繰
出
金

V
西
浜
勝
己
議
員

町
内
ゴ
ミ
収
集
箇
所
と
付
近
住
民

の
迷
惑
、
衛
生
管
理
に
つ
い
て
V
町

基
本
計
画
四
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
マ
坂
本
小
学
校
改
築
マ
勝
浦
病

院
の
改
築
マ
幾
村
総
合
竪
備
モ
デ
ル

事
業
マ
畑
総
問
題

教
育
委
員
と
固
定
資
産

評
価
委
員
も
改
選

任
期
満
了
に
よ
る
教
育
委
員
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
選
任
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより14億1200万円町道の路線を新たに認定
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健
康
は
国
保
の

?舎
一一--一一
.
3

一

一よ一
一定一

一保一
一園一 

心、首己さオしる
医療費のムダ使いは，

やめてくた。さい/来年度の保険税

七
十
歳
以
上
の
か
た
が
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
と
き
は
「
⑮
老
人
医
療

費
受
給
者
証
」
と
保
険
証
を
病
院
の

窓
口
へ
持
っ
て
行
き
ま
す
。
す
る
と

た
し
か
に
お
金
は
払
わ
な
く
て
も
診

察
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
説
明
の
図
で
わ
か
る
よ

う
に
、
国
保
の
被
保
険
者
が
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
と
七
割
分
は
国
民
健

康
保
険
が
負
担
し
、
あ
と
の
三
割
分

は
国

・
県

・
町
が
負
担
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

国
保
の
負
担
分
は
、
わ
た
し
た
ち
の

保
険
税
の
地
加
と
な
っ
て
、
か
え
っ

て
く
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で

こ
と
に
な
る
の
で
ず
。

す。

本正しい受診に心掛けましょう本

今
年
の
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

は
医
療
機
関
に
支
払
う
予
定
と
し
て
、

一
か
月
二
千
六
百
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
し
た
が
、
六
・
七
月
分
で
は
、

一
か
月
三
千
万
円
に
も
達
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
統
き
ま
す
と
、

来
年
の
保
険
税
は
、

昭
和
五
十
四
年

度
の
医
療
費
の
自
然
増
を
見
込
み
ま

す
と
、
今
年
の
一

・
五
倍
に
も
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ

う
な
る
と
み
な
さ
ん
被
保
険
者
の
税

負
担
は
重
く
な
り
、
国
民
健
康
保
険

の
運
営
も
ま
す
ま
す
困
難
と
な
っ
て

き
ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
医
療
費
の
急

増
の
原
因
究
明
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

l

ク
ト
チ 

ム
を
編
成
し
、
徹
底
的
に

調
査
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
は
、
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
身
近
か
な
重
要
問
題

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
意

義
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
願
う
し
か
方
法
が
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
医
療
費
が
こ
ん

な
に
増
え
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を

分
析
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

。
急
増
す
る
医
療
費

医
療
費
の
増
加
の
原
因
と
し
て
は
、

入
院
患
者
が
増
、
え
て
き
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

物
価
は
四
年
間
で
二
十
五
が
れ
の
上
昇
。

し
か
し
、
医
療
費
は
な
ん
と
ニ
0
0

行
も
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す。

。
+
=
一
軒
が
は
し
ご
受
診

さ
ら
に
外
来
分
に
つ
い
て
調
査
し

て
み
る
と
、

同
じ
病
気
で

一
か
月
に

二
か
所
以
上
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

て
い
る
か
た
が
十
三 
1
十
四
行
も
い

ま
す
。
ま
た
一
か
月
で
五
回
も
お
医

者
き
ん
を
変
え
て
い
る
か
た
も
あ
り
、

乱
受
診
も
お
ど
ろ
く
べ
き
も
の
が
あ

り
ま
す
。

@
薬
の
飲
み
す
ぎ
で
は

三
か
月
間
に
次
々
と
お
医
者
さ
ん

を
変
わ
り
、
百
七
十
日
分
の
薬
を
も

ら
っ
て
い
る
実
例
も
あ
り
、
全
部
薬

を
飲
ん
で
い
な
い
の
で
な
い
か
と
恩

わ
れ
る
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

。
「
お
年
寄
り
は
医
療
費
が
タ
ダ
」

「
保
険
税
を
納
め
て
い
る
か
ら
」

と
い
う
考
え

お
年
寄
り
の
気
持
の
ど
こ
か
に
医

者
代
が
「
タ
ダ
」
の
よ
う
な
錯
覚
を

し
て
い
る
か
た
は
な
い
で
す
か
。
そ

の
た
め
に
、
実
は
な
ん
で
も
な
い
こ

と
で
さ
え
お
医
者
き
ん
に
か
か
っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
保

険
税
を
納
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
お

医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
い
と
損
だ
と

い
う
気
持
が
働
い
て
い
な
い
か
も
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

老
人
医
療
の
し
く
み

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
医
者

に
か
か
っ
た
と
き
ど
ん
な
負
担
割
合

と
な
る
の
で
し
ょ
う
。 

が
を
し
た
人
の
医
療
費
を
支
払
い
ま

す
。
み
ん
な
が
病
気
が
ち
で
あ
っ
た

り
、
自
分

一
人
ぐ
ら
い
は
と
い
う
気

持
で
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
を
し
た
り

す
る
と
結
局
は
み
ん
な
の
負
担
と
な

っ
て
は
ね
返
っ
て
く
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
健
康
づ
く
り
行
事
に

は
す
す
ん
で
参
加
し
、
万
一
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
は
、
正
し
い
受
診

を
心
掛
け
、
一
日
も
早
く
治
る
よ
う

努
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
お
互
い

の
税
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
、

食
重
な
税
金
が
本
当
に
必
要
な
と
き

の
医
療
費
の
た
め
に
、
十
分
役
立
つ

願
い
で
す
。

11~汐 Gサ包 gG込守~~@$匂 Cf)Cf)Cf)

? 
? 

説明図 病出
総医療費 県負担分気し国�  
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?切 った
零1 たイ呆み

町負但分り険ん
切O円 、 税 な

けでで�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国保だより心配される来年度の保険税お願い医療費のムダ使いはやめてください
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守
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場
み
か
ん
の
�
 

に

タ

出
什

唱

修
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M

h
M
p
 

N
Q
 

P
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キ5芝

("~~iIi-"〉一成年の部一六
¥」南部予選てo準優勝〉

第
三
回
徳
'
川
県

民
ス
ポ
ー
ツ
祭
の

南
部
ブ
ロ

ン
ク
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

が
、
十
月
八
日
羽

ノ
浦
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、

成
年
の
部
�
 (十
八

歳
か
ら
三
十
九
歳

ま
で
)
と
荘
年
の

部
�
 
(四
十
歳
以
上
)

が
郡
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と

阿
波
の
た
ぬ
き
ま
つ
り
や

県
外
市
場
て

町
観
光
協
会
�
 (会
長

・
桜
木
町
長
)

主
催
の

「
み
か
ん
娘
選
賞
会
」
が
十

月
八
日
、
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
賞
会
は
、
勝
浦
町
の
み
か

ん
を
広
く
紹
介
し
、
消
費
拡
大
を
図

ろ
う
と
股
協
、
婦
人
会
な
ど
の
各
関

R

係
機
関
の
協
力
を
得
て
開
か
れ
た
も

の
で
す
。

今
年
は
、
地
区
や
職
場
な
ど
か
ら

に
ご
協
力
を
願
う
こ
と
に
な
り
ま

推
せ
ん
さ
れ
た
町
内
の
娘
さ
ん
十
六

人
が
参
加
し
、
午
前
中
の
第

一
務
官
公

の
あ
と
午
後
か
ら
は

一
般
公
開
審
有

が
行
わ
れ
、
そ
ろ
い
の
カ
ス
リ
で
勢

ぞ
ろ
い
し
た
あ
と
、

一
人
ひ
と
り
の

自
己
紹
介
や
質
問
に
、
会
場
か
ら
は

拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
、
選
賞
会
を

い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
み
か
ん
娘
た
ち
は
、
阿

波
の
た
ぬ
き
ま
つ
り
や
県
外
の
市
場P

 

な
ど
で
、
勝
浦
み
か
ん
の
紹
介
や
�
 

お
り
で
す

。
荘
年
の
部

一
回
戦

阿
南
�
 M
l
2
勝
浦

。
成
年
の
部

準
決
勝

海
部
�
 5
1
5
勝
浦
(抽
せ
ん
勝
)

決

勝小
松
島

親
ぼ
く
テ
ニ
ス
大
会

9
|
O
勝
浦["1 

準
優
勝

酒

井

・

尾
西
組
�
 

優勝棚野

~ 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 111L 13 

A
V

史
昆
�
 

叶・

~
L
e

J

ヨ
キ
ヤ
組
が
優
勝

敏
鎌
」

十
月
十
四
日
午
後
八
時
か
ら
、
横

瀬
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

町
内
で
初
め
て
の
親
ぽ
く
テ
ニ
ス
大

会
が
、
男
女
ミ
ッ
ク
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
�
 

.
優

勝

桑

村

・
敏
鎌
組
�
 

す
。
�
 

選ばれたみかん娘 右側組下初代さん〈坂本〕

棚野チームが優勝� 

与生績久申沼山石中塁黒 嗣 鍍
川 西 |二l
内名瀬園山江国原 角 谷岩 国 本

三百歳ソフトボール大会

優勝 中角Aチーム
三百歳 ソフトポール大会は，勝浦中

学校グラウ ン ドに33チームが参加して

行われました。

¥}  

中央大本文子さん〈久国〉在側妓野智子さん(与川内〉

地区対抗軟式野球大会
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郵
政
省
て
は
、
簡
易
保
険
資
金
を

公
共
の
利
益
�
 ε資
金
の
地
方
選
一
花
を

図
る
た
め
に
、
県
や
市
町
村
な
ど
に

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
も
、
次
の

よ
う
な
卒
業
に
簡
易
保
険
資
金
が
使

わ
れ
て
お
り
、
明
る
い
豊
か
な
町
づ

く
り
に
大
い
に
役
だ
っ
て
い
ま
す
。
�
 

貸付状況 1，420万円

F¥ 

想


ス
ピ
ー
ド
ボ
�
 ル
は
県
下
一

l

久

木

喜

仁
さ
ん
(
四
歳
)
 

球
て
い
ね
い
に
投

げ
た
の
が
よ
か
っ

た
よ
う
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か

ら
野
球
が
好
き
で
、

そ
の
こ
ろ
の
写
真

を
見
て
も
パ
ッ
ト

を
持
っ
て
い
る
写

真
が
数
枚
あ
り
ま

す
。
初
め
て
野
球

を
し
た
の
は
、

小

学
校
六
年
の
時
。

中
学
に
は
い
っ
て

も
野
球
は
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
そ

の
こ
ろ
か
ら
球
の

お
わ
び
と
訂
正

十
月
号
二
ペ

ー
ジ
の
記
事
中

「高

齢
者
の
激
励
慰
問
」
で
勝
浦
町
の
最

高
齢
者
、
星
谷
の
高
田
フ
シ
ノ
さ
ん

歳
)
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

(
m
mお

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

に

お

買

い

求

め

く

だ

さ

い

。

し

い

も

の

と

交

換

し

て

い

ま

す

。

た

一
�
 

i
l
i
l
-
-
i

E
E
'
B
E
E
-
-

¥
1
1
1
1
1
1
1
|
ノ

…

戸

郵

便

局

だ

よ

り

〕

…
�
 

司

司

滑

掴

咽

明

細

…

お

年

玉

っ

き

…

年

賀

は

が

き

を

発

売

書

き

損

じ

た

「

は

が

き

」

一

新

し

い

も

の

と

一

一

昭
和
五
十
四
年
新
年
用
お
年
玉
つ

交

換

で

き

ま

す

一

一
き
賀
は
が
き
を
十
一
月
六
日
か
ら

一
発

売

し

ま

す

。

は

が

き

を

替

い

て

い

て

、

よ

く

あ

…

一
枚
二
十
円
の
も
の
と
寄
付
金
つ
る
の
が
書
き
煩
じ
。
こ
ん
な
と
き
、

一
き
二
十

一
円
の
も
の
と
二
種
類
で
す
。
破
っ
て
捨
て
て
し
ま
っ
て
は
丸
損
で

一

こ
の
寄
付
金
は
、
社
会
福
祉
施
設
す
。

一
な
ど
に
贈
ら
れ
有
意
義
に
役
だ
て
ら
郵
便
局
で
は
、
瞥
き
損
じ
た
り
、

一
れ

て

い

ま

す

。

汚

し

た

り

、

誤

っ

て

印

刷

し

た

り

し

…

町
内
の
郵
便
局
切
手
売
り
さ
ば
き
た
郵
便
は
が
き
や
郵
便
詰
(
ミ
一
一

一
所
で
売
り
切
れ
に
な
ら
な
い
�
 
7
ち

レ

タ

|

)

な

ど

を

次

の

要

領

で

新

だ
し
、
郵
便
切
手
に
当
た
る
部
分
を
�
 
…
�
 

汚
し
た
り
、
傷
つ
け
た
り
し
た
も
の
�
 
…
�
 

は
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

勝
浦
体
協
に
入
部
し
て
二
年
目
で
、

十

一
月
三
日
に
開
か
れ
る
西
日
本
大

会
の
秩
父
宮
賜
杯
軟
式
野
球
大
会
に

エ
|
ス
と
し
て
出
場
し
、
県
予
選
で

、、，，，� 

一

一
四

一
同

一
同

一
明

豆

一

速
さ
だ
け
は
、
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
の
速
さ
に
な
っ
た
の

は
、
高
校
の
時
の
厳
し
い
練
習
の
お

か
げ
。
と
に
か
く
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
の
練
酒
量
で
し
た
。
あ
の
真
夏
の

太
陽
の
下
で
の
合
宿
は
朝
六
時
か
ら

夜
八
時
ま
で
み
っ
ち
り
練
習
。
苦
し

か
っ
た
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

今
ま
で
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た

の
は
高
校
二
年
の
夏
の
県
予
選
で
、

甲
子
園
帰
り
の
池
田
高
校
を
延
長
の

末
一
対
�
 で
勝
っ
た
こ
と
。
あ
の
時

の
感
激
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
西
日
本
大
会
で
は
全
力
で

ぶ
つ
か
り
、
ま
た
大
き
く
成
長
し
て

き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
経
験
を
生
か

し
て
、
来
年
は
ぜ
ひ
、
国
体
に
も
出

場
し
て
み
た
い
と
フ
ァ
イ
ト
満
々
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

O

料

r

段九

一一
一

二

三

三

三

分

一
一一一

J

J

寸
」

|

寸
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|

寸
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川

一一

一
き
一
き

一
)
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き
一
間

一
�
 

ニ
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一
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一一

一
恥
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昨
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恥
一
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一
川

一一
コ

M
l

一
川
一
什
ー

i

i

L

l

一
類
一
が
一
が
一
一
二
�
 ι
一
?
一円

一

一

一

一

1
7
6
一
二
一
周
一

は
球
場
の
審
判
員

か
ら
も
ス
ピ
ー
ド

，， ・
a
E

・
は
県
下
一
だ
と
定

、‘

評
の
あ
る
久
木
さ

ん
に
話
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

県
予
選
で
は
、


組
み
合
わ
せ
が
よ


か
っ
た
の
で
も
し


か
す
る
と
、
と
い


う
気
は
し
て
い
ま


し
た
。
自
分
の
調


子
は
い
ま
一
つ
だ


kv っ
た
の
で
す
が
、


そ
れ
が
か
え
っ
て


E

幸
い
で
、
一
球
一
�
 

F
h

一一一

一

一

一
徳
一
常
一
復
一
間
一
郵
一
百

一↑� 

一

「

一

一

明

一

回

一

一
通

一
往

一
郵
一
外

一
航

一
-

U
E


一仁
�
 

ト
い
ご

一
�
 

一
日
自
�
 -一一
e

一
ぃ
一
使
一
:
一一一

一
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明
る
い
選
挙
作
文
か
ら

い
お
手
本
も
た
く
さ
ん
あ
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

個
人
の
叫
尊
厳
を
ち
ゃ
ん
と
生
か
し

選
挙
に
た
ず
き
わ
り
、
人
の
頭
に
立

つ
人
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
は
明
る

い
一
票
が
投
じ
ら
れ
る
よ
う
い
ろ
ん

な
方
法
を
も
っ
と
研
究
し
て
み
て
は

ど
う
て
し
よ
う
か
。

以
前
に
は
「
公
明
選
挙
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ヵ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
「
明
」

と
い
う
字
が
あ
る
か
ら
「
明
る
い
」

選
挙
を
と
、
こ
の
時
期
に
も
目
指
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
明
る

く
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
事
実
が

裂
に
あ
る
こ
と
を
、
お
互
に
認
め
合

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
明
る
く

な
い
事
実
は
、
敵
に
こ
そ
現
場
を
押

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
味
方

向
志
な
ら
公
然
の
秘
密
と
し
て
、
ま

か
り
通
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
偽
り

の
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
間
終
っ
た
ば
か
り
の
国
民
体

育
大
会
に
だ
っ
て
、
代
表
が
手
を
上

げ
て
「
正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
科

い
ま
す
」
と
大
声
を
張
り
上
げ
て
や

っ
て
い
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少

し
は
あ
の
態
度
を
見
習
っ
て
欲
し
い

も
の
で
す
。
中
味
が
違
う
か
ら
見
習

え
な
い
。
こ
ん
な
向
き
も
あ
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
お
手
本
は
な
い
こ
と

信頼のある人を
推せん

婦人会

い
る
よ
う
で
す
。
こ
う
な
る
と
、
根

本
的
な
思
考
の
ち
が
い
も
目
立
っ
て

き
ま
す
し
、
す
な
お
に
真
正
面
か
ら

考
え
て
見
な
く
て
は
い
け
な
い
所
を
、

今
の
大
人
た
ち
は
ゆ
が
ん
で
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

学
校
で
話
を
し
て
い
る
と
、
「
税

の
作
文
な
ん
か
め
ん
ど
う
く
さ
い
」

と
一
言
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

こ
う
い
う
人
が
、
一
部
の
今
の
大
人

の
よ
う
な
人
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
こ
そ
が
、
今
の

ゆ
が
ん
だ
大
人
た
ち
を
純
真
な
目
で
、

的
確
に
と
ら
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
。
石
頭
を
こ
な
ご
な
に
す
る

よ
う
な
、
フ
ァ
イ
ト
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

明
白
慣
に
な
っ
て
い
る
風
習
を
、
取

り
除
く
事
は
簡
単
で
す
が
、
思
い
込

ん
で
い
る
考
え
方
は
、
す
ぐ
に
は
変

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
を
変
え
て
こ
そ
、
新
し

い
明
日
の
日
本
が
築
か
れ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
私
た

ち
の
よ
う
な
若
い
主
張
が
大
事
だ
し
、

今
私
た
ち
が
一
致
団
結
し
て
こ
そ
す

ば
ら
し
い
国
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

な
が
ら
、
う
ま
く
や
れ
る
見
本
は
こ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
等
学
校
の
生

徒
会
長
を
選
ぶ
選

挙
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
選
挙

に
は
、
小
・
中
学

校
の
生
徒
会
長
や

級
長
の
選
挙
の
よ

滝本千珠子

v

う
に
、
先
生
の
目
は
そ
ん
な
に
、
な

い
は
ず
で
す
。
校
則
の
範
囲
で
彼
ら

は
自
由
に
運
動
を
や
っ
て
い
る
に
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
て
、

不
正
が
横
行
し
て
学
園
を
乱
し
た
と

い
う
こ
と
も
、
ま
だ
聞
い
た
事
が
あ

り
ま
せ
ん
。
買
収
し
よ
う
と
思
え
ば

出
来
る
は
ず
で
す
。
校
則
を
越
え
た

運
動
も
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
大
人

に
あ
っ
て
、
彼
ら
若
者
に
な
い
も
の

そ
れ
は
ひ
ず
ん
だ
欲
望
だ
と
思
い

ま
す
。お

金
が
な
け
れ
ば
議
員
に
な
れ

な
い
。
そ
う
い
う
言
葉
も
よ
く
耳
に

し
ま
す
。
そ
ん
な
考
、
え
を
持
っ
て
い

る
問
、
町
は
明
る
く
幸
福
に
な
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
信
頼
あ

る
人
を
推
せ
ん
し
て
、
そ
の
人
を
談

場
に
送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

推
す
が
わ
も
推
さ
れ
る
人
も
互
に

一

丸
と
な
っ
て
、
み
ご
と
成
功
し
た
い

の
選
挙
ば
か
り
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

税
作
文
入
選
作

「
こ
の
ご
ろ
の
税
金
は
高
く
て
な

あ
」
と
言
う
よ
う
な
大
人
た
ち
の
陰

口
を
よ
く
聞
く
。
私
は
こ
ん
な
話
を

聞
く
と
、
と
て
も
不
思
議
だ
。
税
金

と
い
う
も
の
は
、
そ
の
人
の
全
収
入

の
何
軒
か
を
国
に
納
入
す
る
わ
け
で
、

そ
れ
は
決
し
て
無
理
な
額
で
は
な
い

と
思
う
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
能

力
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
頒
で

あ
り
、
そ
れ
は
だ
れ
も
同
じ
は
ず
で

す
。
そ
れ
な
の
に
、
高
い
と
い
う
言

築
が
な
ぜ
出
て
来
る
の
で
し
ょ
う
。

ス
ウ
ェ

ー
デ

ン
で
は
、
収
入
の
約

五
十
軒
を
税
金
と
し
て
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
た

め
に
社
会
保
障
制
度
は
、
世
界
の
ど

子

勝浦中学校

井口弘

の
国
よ
り
も
進
ん

で
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
人
々
も
、
喜

ん
で
お
金
を
出
す

人
は
、
多
く
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
お
か
げ
で
生

税に対して
活
環
境
は
良
い
し
、
医
療
設
備
も
終

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

や
は
り
、
こ
れ
は
国
の
方
針
と
、

国
民
の
協
力
性
が
良
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
日
本
は
、
五
十
打
な

ど
と
は
、
め
っ
そ
う
も
な
い
数
字
な

の
に
、
国
民
の
不
満
が
多
い
。
考
、
え

て
み
る
と
、
こ
れ
は
国
民
自
体
の
思

考
の
ち
が
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
ぶ
ん
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
た
ち
は
、

社
会
環
境
を
良
く
し
よ
う
と
税
金
を

払
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

日
本
人
は
、
た
だ
の
義
務
感
か
ら
の

納
税
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

義
務
も
満
足
に
果
し
て
い
な
い
人
も

¥〕

¥戸
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九
月
、
十
月
号

の
広
報
で
同
和
対

策
審
議
会
の
答
申

か
ら
と
題
し
て
、

部
落
が
作
ら
れ
た

歴
史
に
つ
い
て
掲

載
し
、
い
ち
お
う

の
ご
認
識
は
得
ら

れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
今
月
号

か
ら
掲
載
す
る
部

落
差
別
が
行
わ
れ

て
き
た
概
要
に
つ

い
て
、
今

一
度、

学
習
を
す
す
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

部
落
差
別
は
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
+
九

江
戸
時
代
に
お
い
て
、
幕
府
や
多

く
の
藩
は
、
政
権
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
た
く
み
に
国
民
を
分
裂
さ
せ
、

一
部
の
人
々
の
住
む
場
所
を
き
め
、

服
装
な
ど
を
制
限
し
、
職
業
の
自
由

さ
え
奪
っ
て
身
分
を
固
定
さ
せ
ま
し

た
。
当
時
、
武
士
の
く
ら
し
は
、
山
肢

民
の
年
貢
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
国
民
の
大
部

分
を
し
め
て
い
た
農
民
は
、
武
士
に

つ
ぐ
身
分
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
高
い
年
賀
を
お
さ
め
、
不
自

由
で
苦
し
い
生
活
を
し
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
平
、
不
満

を
そ
ら
す
た
め
に
、
農
民
よ
り
下
の

身
分
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。

「
土

・

牒
・
工
・
商

・
え
た

・
非
人
」
と
い

う
身
分
制
度
は
こ
う
し
て
つ
く
ら
れ

た
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
部
落
差
別
と
は
、
ど

ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等

で
あ
る
�
 と
い
う
真
理
の
と
お
り
、
私

U

た
ち
は
、
み
な
平
等
に
し
あ
わ
せ
な

生
活
を
お
く
る
権
利
は
、

一大
与
の
も

の
と
し
て
も
っ
て
い
ま
す
し
、
日
本

国
憲
法
に
よ
っ
て
も
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
「
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
」

が
不
当
に
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
状

態
を
差
別
と
い
う
の
で
す
。

自
分
の
能
力
を
精
い
っ
ぱ
い
伸
ば

す
こ
と
の
で
き
る
仕
事
に
つ
き
、
働

く
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
人
間
と
し
て
い

ち
ば
ん
大
切
な
権
利
の
内
容
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
の
機
会
が

平
等
に
与
え
ら
れ
、
就
職
が
差
別
な

く
行
わ
れ
、
結
婚
、
居
住
の
自
由
が

あ
り
、
そ
の
上
に
だ
れ
も
自
由
で
人

間
ら
し
い
権
利
を
も
ち
、
何
よ
り
も
人

閉
め
い
の
ち
が
大
切
に
さ
れ
、
平
和

が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
和
対
策
審

議
会
答
申
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。

「す
な
わ
ち
、
近
代
社
会
に
お
け

る
部
落
差
別
は
、
ひ
と
く
ち
に
い
、
え

ば
、
市
民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
に

は
か
な
ら
な
い

。
市
民
的
権
利
、
自

由
と
は
職
業
選
択
の
自
由
、
教
育
の

機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
居

住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自

由
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
権
利
と
は
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

自
由
が
同
和
地
区
住
民
に
た
い
し
て
が
差
別
な
の
で
あ
る
日

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
を
結
成

み
な
さ
ん
は
県
、
市
町
村
発
行
の

「
同
和
地
区
は
、
中
世
末
期
か
近
世

啓
発
教
材
、
広
報
、
町
同
和
教
育
推

初
期
に
お
い
て
、
封
建
社
会
の
政
治

進
協
議
会
主
催
の
研
修
会
や
座
談
会
、

的
、
経
済
的
、
社
会
的
諸
条
件
で
規

同
和
読
本
な
ど
で
ご
存
知
の
よ
う
に

制
さ
れ
、

一
定
地
域
に
定
着
し
て
居

住
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
集

落
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
�
 

(同
和
対
策
審
議
会
答
申
か
ら
)

民
主
々
義
の
現
代
か
ら
考
え
る
と

い
わ
れ
る
「
い
わ
れ
の
な
い
差
別
」

の
た
め
に
、
だ
れ
も
が
保
障
さ
れ
て

い
る
市
民
的
権
利
や
自
由
(
と
く
に
、

教
育
の
機
会
均
等
、
職
業
の
機
会
均

等
、
居
住
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自

由
)
を
完
全
に
は
保
障
さ
れ
て
い
な

い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
を
な
く
し
て
い

く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
若
い
力
が

な
に
よ
り
も
、
大
き
な
原
動
力
と
な

る
と
思
い
「
勝
浦
同
和
問
題
研
究
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
同
和
問
題

解
消
の
た
め
、
よ
り
深
〈
調
査
研
究

し
、
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
で
差

別
に
う
ち
か
っ
て
い
く
人
聞
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
と
、
相
互
理
解
と
認

識
を
深
め
差
別
を
解
消
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

同
和
問
題
は
国
民
的
課
題
で
す
。

み
な
さ
ん
/
私
た
ち
の
目
的
や
趣
旨

を
理
解
し
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す

か
ら
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
同
和

地
区
の
人
、

一
般
地
区
の
入
、
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
し
ま
す
。
と
も
に
輸

を
広
め
て
い
き
、
こ
の
大
き
な
社
会

的
矛
盾
を
な
く
す
た
め
に
、
小
さ
な

私
た
ち
の
会
で
す
が
、
一
歩
で
も
目

的
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

入
会
希
望
者
は
勝
浦
会
館
、
電
話

三
三
�
 
五
番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

O

q

。 

4AU 

!
q	

四国放送が

勝浦局を開局

四国放送では，四国放送局の

難視解消を図るため，中角 (N 

HKの UHF放送局の隣)に勝

浦テレビジョンサテライト局を

設置し， 10月19日に開局しました。

このサテライト局を設置したこ

とにより.勝浦町のほとんどの

地域のかたは受像できるように

なります。

なお，この開局にあたり，用

地を提供してくださった岡重夫

きん(中角)や地元関係者のご

協力に厚くお礼申し上げます。

。受信方法

現在 NHKの UHF放送局を

受診しているアンテナであれば，  

60チャンネルに回せば受像でき

ます。なお，新しく受信アンテ

ナを取り付ける場合は， U H F 

8 -15エレメント平皇居芝のアンテ

ナを垂直に取り付けてください。  
c 
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同和教育シリーズ憲法が保障する基本的人権
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M

ッ
プ
ジ
ン 

三
千
倍
液
か
ベ
ン
レ
ー 農


作


み

か

ん

収
複
前
の
薬
剤
徴
布

着
色
促
進
効
果
と
貯
蔵
力
増
進
を

ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
る
作
型
は
、
成
り

づ
か
れ
が
少
く
、
収
最
も
多
い
よ
う

で
す
。早

採
り
栽
培
は
、
中
旬
か
ら
開
花

が
始
ま
り
ま
す
か
ら
、
早
自
に
蜜
ば

ち
を
放
し
飼
い
し
、
摘
芽
、
摘
花
も

適
正
に
し
て
、
成
り
づ
か
れ
を
防
ぎ

ま
し
ょ
、
っ
。

昨
年
多
発
し
た
う
ど
ん
こ
病
も
ポ

リ
オ
キ
シ

ン
、
サ
ン
ヨ
ー
ル
千
倍
液

で
防
除
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

。

加
工
イ
チ
ゴ
の
定
植
が
終
っ
て

い
な
い
か
た
は
大
至
急
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

町
民
体
育
祭

十
一
月
三
日 

(
文
化
の
日
)
午
前

九
時
か
ら
勝
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町

民
体
育
然
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
五
日 

(
目

印
刷
日
)
に
変
更
し
ま
す
。

で
十
分
施
用
し
、
樹
力
を
作
っ
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
間
勢
の
弱

っ
て
い
る
園
で
は
余
分
に
チ
ッ
ソ
成

分
で
五
箆
程
度
を
施
用
し
て
く
だ
さ

ね
ら
っ
て
イ
オ
ウ
合
剤
百
倍
液
を
三

V

回
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
第
一

回
目
は
、
初
旬
に
殺
ダ
ニ
剤
の
オ
マ

イ
ト
水
和
剤
七
百
五
十
倍
液
と
泌
用

長
期
貯
蔵
用
の
果
実
か
ら
先
に
採

散
布
し
、
そ
の
後
七 
1
十
日
後
に
第

二
回
目
と
し
て
、
腐
敗
予
防
剤
の
ト

収
描
慣
と
貯
蔵

収
機
や
貯
蔵
に
あ
た
っ
て
は
次
の

タマネギに取り組む

“三墨~.吻 ~~"I!ヲヲ"

毎
年
九
月
か
ら

十

一
月
に
か
け
て

後
継
者
ク
ラ
ブ
で

は
、
共
同
プ
ロ
ゼ

ク
ト
の

一
つ
と
し

て、

三
年
前
か
ら

タ
マ
ネ
ギ
の
苗
を

育
て
て
い
ま
す
。

今
年
も
九
月
十
七

日
に
種
を
ま
き
、

約
四
万
本
の
苗
が

育
つ
予
定
で
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ

ブ
員
が
初
め
て
タ

マ
ネ
ギ
と
取
り
組

ん
だ
時
に
は
、
病

気
と
か
雑
草
な
ど

に
た
い
へ
ん
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
。
同
笠

は
ミ
カ
ン
取
り
、

こ
と
を
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

V V V

ト
六
千
倍
液
を
加
用
し
た
も
の
を
散

手
間
不
足
を
反
映
し
て
、
採
収
能

布
し
て
く
だ
さ
い
。

秋
肥
の
施
周

秋
肥
の
施
用
に
つ
い
て
は
「
忙
し

い
の
で
み
か
ん
取
り
が
す
ん
で
か
ら
」

と
い
う
声
を
時
々
聞
き
ま
す
が
、
地

着
色
は
七
分
着
色
以
上
で
あ
れ
ば

温
が
十
度
以
下
に
下
が
れ
ば
、
み
か

ん
の
根
の
活
動
は
、
つ
ん
と
衰
え
吸
肥

長
期
貯
蔵
果
は
予
措
を
十
分
行
い

力
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
す
。

(本
町
で
は
今
月
下
旬
ご
ろ
)
し
た

が
っ
て
上
旬
中
に
は
施
用
を
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
施
用
量
に
つ

い
て
も
基
準
通
り
適
正
に
や
ら
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
〈
別
表
〉
を
参
考

す
。
傷
口
か
ら
の
腐
敗
が
多
い
の
で

作
業
員
に
十
分
理
解
き
せ
、
注
意
し

イ
ネ
刈
り
な
ど
と
忙
し
い
ク
ラ
ブ
員

は
、
夜
電
池
を
持
つ
て
の
草
抜
き
、

荷
作
り
に
と
頑
張
っ
た
も
の
で
し
た

て
く
だ
さ
い
。 

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
年

を
追
う
ご
と
に
い
い
苗
が
で
き
、
今

年
は
大
い
に
期
待
で
き
そ
う
な
感
じ

で
す
。苗

は
、
種
苗
底
、
町
内
の
み
な
さ


ん
と
取
り
引
き
さ
せ
て
い
た
だ
い
て


い
ま
す
。

町
内

の
か
た
で
タ
マ
ネ
ギ


苗
の
庄
文
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
ク


ラ
ブ
員
か
普
及
所
(
二
二
九
八
番
)


が
、
思
う
よ
う
に
な
か
な
か
育
っ
て

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

! 


率
向
上
を
意
識
し
す
ぎ
果
梗
部
の
つ

る
が
非
常
に
高
い
も
の
が
目
立
ち
ま

収
し
、
原
料
用
や
二
i
三
級
品
は
あ

と
に
ま
わ
し
、
分
割
採
収
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。 

0..

長
期
貯
蔵
に
も
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
立
方
幻
当
り
八
十
祭
程
度
の
入
庫

量
と
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
イ
予
ゴ

に
し
て
く
だ
さ
い
。

来
年
は
箆
作
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

超
促
成
や
電
開
…
栽
培
は
早
急
に
ビ

ニ
ー
ル
か
け
を
し
ま
す
が
、
下
旬
に 

普通j副判みかん圏(成木圏)の施肥基準量� 

10a当り� 4，00Qkg収量閣の例

! 結婚式の簡素化を� 

①留めそでの貸衣装は婦人会で� 

D ②貸出資� 1，000円-6，000p:j 

③貸出しは前回ヱミ子さん宅で

。 oしております。� 

(槻野・電話2伽� 

④祝祭日には国旗を掲揚し..�  

1 祝福し合う心を養おう。� .0. 

0''
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お祝い電報はお早めに4も r115番」� 〆¥

叡........

p

錨鱈シーズシです。� 

- お祝い電報1;:主「配達目指定電報Jとして配達自の3


目前までにお打ちになると150円割引きになります。
 .r配達目指定電報」は10目

前から予約受{寸をしてお

りますので.ご希望の日

の午前または午後とご指

定ください。

、¥� 

-v
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名
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品;1 :-

(配達目指定は無料)

わたしの
 
Ili作

〈俳句〉� 

福祉年金証書を交付� 

=11月11日，� 15日=

昭和53年度の福祉年金額が決まりました。

先に回収した年金証書を交付しますので. 印

鑑と保管証を持参のうえ，次の郵便局でお受

耳兄り� <1.ごさし、。� 

Idえご¥ 
11月 11日� 

午前 9時~正午まで
11月 13日

午前 9時~午後 4時

生 比奈郵便局 地区
山西・掛谷

中角 地区
星谷・生名

勝浦郵便局 地区
棚野(立川)

中山 地 区
与川内

坂本郵便局 坂本地区

星谷)簡易郵便局
生名

該当者 該当者

ご
結
婚
お
め
で
と
う

「
与
川
内

/
小
松
島

ヘ
星
谷

/
相
生
町

森

本

芳

明

鮎
川
多
美
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

坂

本

シ
ケ
(
回
歳
)

今

山

究
治 

(
別
歳
)

ソ
ノ 

(
部
歳
)

そ
よ 

(η
歳
)

左
月
(
回
歳
)

昭
治 

歳
)

社
会
同
和
教
育

(ω

地
区
職
域
巡
回
日
程
表

六
日
午
後
七
時
三
十
分


か

ら

石

原

セ

ン

タ

ー


十
日
午
後
五
時
三
十
分


か

ら

同

会

議

室


十
五
日
午
後
七
時
三
十


分
か
ら
勝
浦
会
館


役
場
二
回
目
ご

班
)
十
五
日
午
後


二
時
か
ら
住
民
福
祉


セ
ン
タ
ー


j
L

阿
波
・
徳
島
相
互
銀
行
十
七
日
午

一

』 

』 

後
五
時
三
十
分
か
ら

阿
波
銀
行
会
議
室

役
場
二
回
目
(二
班
)

二

十
日
午
後

二
時
か
ら
住
民
福
祉

セ
ン
タ
ー

-
t
(
l
(
(

J

島 山 日講大立
回浦内講義石

橋稲林南
本岡本

清幸俊
子武子和

淡
路
島
七
福
神
を
め
ぐ
る
秋

中

山

坂

本

与
川
内

】

坂

本

日

浦

一
送
電
塔
速
な
る
峰
や
秋
の
雲

一

坂

本

谷

翠
峰

生

名

日
婚
の
荷
や
木
犀
旬
、7
峡
の
道

棚

野

太

田

正

平

一 ~
秋
晴
に
祭
り
太
鼓
を
背
な
で
き
く 富

士

生

名

山

崎

花

江

石
原
地
区

横

瀬

稼

勢

銀

星

}

勝
浦
定
子

黒
岩
地
区

c

h

}
草
紅
葉
地
を
彩
り
て
地
に
還
る

r~

生

名

丸

山

香

月

一
灯
に
光
る
雨
月
の
庭
の
松
雫

日

生

名

天

羽

白

歩

~
こ
お
ろ
ぎ
や
4
4
後
独
り
の
部
屋
広
し

〔

す
だ
ち
採
る
萎
の
優
手
に
血
の
に
じ

む

掛

谷

梅

山

み

ず

ほ

窯
番
に
振
舞
い
酒
や
望
の
月

掛

谷

駒

津

光

洋

雨
と
な
り
灰
か
に
月
の
所
在
の
み

掛

谷

野

上

す

み

れ

酌
む
ほ
か
は
詮
な
し
雨
の
月
な
れ
ば

掛

谷

山

丸

千

絵

茄
汁
の
流
る
、
辺
り
ち
冶
ろ
鳴
く

掛

谷

斉

藤

重

子

軒
柱
に
も
た
れ
雨
月
の
空
仰
ぐ

沼

江

中

田

静

笑

大
根
蒔
と
な
り
の
畑
菜
は
二
葉

沼

江

紺

堂

喜

堂

悲
恋
塚
咲
き
包
み
た
る
且
宝
珠
沙
華

沼

江

小

室

五

月

落
武
者
の
塚
と
や
燃
ゆ
る
受
珠
沙
華

沼

江

小

室

未

成

稲
架
を
組
む
峡
の
夕
陽
の
落
易
し

『

沼

江

大

岡

初

音 

{

密
柑
採
り
明
治
の
気
骨
失
わ
ず
一

-v

一
出
認
は
毎
月
七
日
ま
で

三

句

ハ

ガ

キ

で

〔

一

送

り

先

勝

浦

町

一

一

一

渓

~

稼
勢
広
夫
(
都
景
)
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。 

}

生

名

竹

林

白

揚

す
だ
ち
添
え
刺
身
の
味
に
舌
づ
、
み

星

谷

勝

谷

春

城

お
誕
生
お
め
で
と
う

何
回
義
博

優
子

一
次
回
は
短
敬
、
そ
の
町
民
は
川
柳
と
安
代
一
{

一
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
く
だ
一

一

一

さ

い

。

日

与
川
内

横

瀬

横

瀬

森
川
和
幸

山

口

正

小
出
照
夫

美
紀

梨
香

浩
之

長二長
男女 女�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
お祝い電報はお早めに115番へ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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インフルエンザ予防接種目程表

I交通法規講 習 会� I
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
対
策
の

一
つ
と
し
て
次
の
日
程
で
予
防
接
種

を
行
い
ま
す
。

5 日� l時侍� 1日I月 8 臼� (水 ) 三
三 午 f後圭 7時3ωO分カか‘ら 三� 
Z 場所福祉セン夕一 3階 三

主催横瀬分会 三
対 象者 迂~転免許証を持ってい

るかた全員。なお，免許証を 三

翌年の 5月までに更新しなけ

ればならないかたは.この機� 5 

会にぜひ受講してくださし、。� -

三 ※出席のかたは会員 証を必ず持

参してください。� 

lI百日咳・ジフテリア・破傷風|� 
| 三種混合予防接種� -

E 日時�  11月16日(木� 

E 午後�  1時30分-311寺 三
三 場所福祉センター ー

三 該当者 個人あてに通知します�  5 
三 なお接種間隔を長 くお くと -

月日� E報� 
日

11寺 問 士義 所

11/7 火� 13 :30-15 :00 勝 浦� f長 協� 

11/8 水� 13 :30-15: 00 坂本小学校�  

11/9 木� 13: 30-15: 00 生名生活センター� 

11/14 火� 14 :00-15: 30 生比奈農協�  

11/16 木� 13 :30-15:00 福祉センター�  

11/22 7/(14 :00-15: 30 沼江保育所�  

12/5 火� 13 :30-15: 00 勝 浦 農 協� 

12/6 7 13 :30-15:00 1<. 坂本小学校�  

12/7 木� 13 :30-15 :00 与川内事業所�  

12/13 水� 14 :00-15 :30 生比奈�  l妥協�  

12/21 木� 13 :30-15 :00 福祉センター

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

。
対
象
者

3
歳
以
上
の
人 

。
料

金 

3
歳 
1

6
歳
未
満
捌
円 

。
核
穫
で
き
な
い
人

・

発
熱
し
て
い
る
者

-

心
臓
病
、
肝
臓
病
に
か
か
っ
て

い
る
者
で
活
動
期
に
あ
る
者

-	

そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め

た
者

不
用
犬
買
い
上
げ
日

日

歳

以

上

抑

同

6
歳 

歳
未
満
別
同

i
u

Z 効果がなくなりますので該当 一費品、犬は必ず

三 日には必ず受けてください。 三 つないで下さいー
。し、※母子手帳を持ってきてくださ三� -

11月� 1Il才6か月児健康診断� I 日休)

11月15日ヤ同� 

日� H寺� 11月17日(金) 成犬 300円� 
三 午後�  11侍30分 - 31時 ξ

三 場所勝浦病院
小犬 100円

三 該当者昭和52年� 3月-5月31

日までに生れた者。
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
重
要
な

行
政
相
談
委
員

調
査
で
す
。

二
百
カ
イ
リ
時
代
を
迎

中

村

芳

生

え
た
我
が
国
の
漁
業
に
と
っ
て
、
今

回
の
第
六
次
調
査
の
結
果
は
、
国
の

夜
間
毅
急
当
番
表

今
後
の
水
産
行
政
の
法
礎
資
料
と
な

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県
や

市
町
村
の
行
政
に
も
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

漁業関係者のかたヘ

一第6次漁業センサスのお願いー� 

。し、阪を持ってきてくださl子手※母

I結核間接撮影の結果� I
-

平
自

午
後
六
時 

翌
日
午
前
九
時

体
巴

午
後
七
時
1
翌
日
午
前
九
時

三 去る� 9月に実地しました結核 三

三� 11'，)楼ぬ彬の結果，異常のあるか 三
三 たにはすでにご通知しましたが， 三
三 具常のないかたには，通知しま� Z 

三 せんからご了承ください。� -

i

調
脊
一は
、
わ
が
国

る
方
々
を
対
象
に
、
全
国
い
っ
せ
い

の
漁
業
の
実
態
を

に
関
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

総
合
的
に
明
ら
か

査
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
よ
ろ

に
す
る
こ
と
を
目

し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

的
と
し
て
、
統
計

法
に
恭
づ
い
て
行

わ
れ
る
図
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調

査
の

一
つ
で
す
。

こ
の
翻
授
は
、

午
後

一
時 
1
三
時

昭
和
二
十
四
年
に

と
こ
ろ

れ
て
以
来
、
五
年

相
談
員

ご
と
に
実
施
さ
れ
、

徳
島
行
政
監
察
局

「
漁
業
に
関
す
る	

川

原

勝

第

一
回
が
行
な
わ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

漁
業
セ
ン
サ
ス

今
月

一
日
に
は
、
漁
業
に
関
係
す

30 27 24 21 18 15 ⑫ 9 6 ③ 

日 日 日 日 白 日 日 日 日 日

山

西

医

院

上

勝

療

所

勝

浦

病

院

赤

モ山ヨ

医

院

勝

浦

病

院

湯

浅

医� 

院

上
勝

第

2 

o2 
療

所

勝

浦

病

院

山

西� 

医

院

上

勝

圭ロ合エノ

療

所

と

き

十

一
月
十
日
(
金
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス




